様式第２号（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

令和３年度ふじのくに関係人口創出・拡大事業モデル創出業務委託　業務計画書
　１　提案者等の概要

　　(１)提案団体

　※団体の分類は、ア、イ、ウのいずれかを表記すること。

	団体分類
	　ア 地域づくり団体

	名称
	　特定非営利活動法人伊豆in賀茂６

	所在地
	　静岡県下田市三丁目１-23

	代表者名
	　井田一久

	業務責任者
	職氏名
	　岡崎大五

	
	メール
	　izuinkamo6@gmail.com

	
	電話番号
	　0558（23）7187

	経理責任者
	職氏名
	　鳥辺和史

	
	メール
	　izuinkamo6@gmail.com

	
	電話番号
	　0558(23)7187

	業務実施期間
	令和３年６月１０日　　～　　　令和４年３月１８日

	団体概要
（団体紹介）
	【活動内容】
下田市を中心に空き家バンク、移住促進事業を、静岡県、下田市と協働で行っている他、体験宿泊施設「伊豆下田見晴亭」の運営、イベント開催のほか、ぬりえ教室やスケッチ展など地域の人たちが日常的に利用する「ギャラリーたるや」を運営しています。アナログな地域社会のコミュニティの中心として、また地域外の人の相談場所としての機能も併せ持ち、今後、ネットを使ったデジタルでのコミュニティの仕組みを構築し、さらなる地域活性化に寄与する所存です。
その内容は、単なる空き家活用や、移住促進にとどまらず、遊休施設の有給活用（手始めが伊豆下田見晴亭）、新産業の誘致、育成、起業の支援、地域社会の人材育成など、多方面にわたります。
【沿革、実績】
2019年7月設立。以降、1年半ほどで、空き家バンク登録件数48軒、利用者登録件数168件、成約数30件、移住者数55人、試算される経済効果は2億6375万円と、新世代のまちづくりに向けて、はっきりとした成果を生み出しています。
【受賞】
2020年度コミュニティビジネスアワード優秀賞受賞（関東広域圏コミュニティビジネス推進協議会主催）


　　(２)共同団体

※団体の分類は、ア、イ、ウのいずれかを表記すること。ウのその他は、ア及びイに属さない団体（行政など）を想定している。

※（１）の団体分類でウを選択した場合は、本業務に参画する構成メンバーを全て記入すること。

	団体分類
	　イ 中間支援組織

	名称
	　公益財団法人ふじのくに未来財団

	所在地
	　静岡市駿河区八幡1丁目2-21　KKビル101

	代表者名
	　代表理事　伊藤　育子

	業務責任者
	職氏名
	　専務理事　千野　和子

	
	メール
	　info@shizuokafund.org

	
	電話番号
	　054-665-8005

	業務実施期間
	令和３年６月１０日　　～　　　令和４年３月１８日

	団体概要
（団体紹介）
	平成26年（2014年）９月、静岡県初の市民コミュニティ財団として設立し、平成27年（2015年）４月に公益法人化。持続可能で暮らしやすい地域社会の実現」を目指し、１）多様な主体が社会課題解決に参加できる環境づくり、２）．ＮＰＯの課題解決担い手の自立支援・育成、３）新しい地域資源を循環させる仕組みづくりをミッションに活動を進めています。
【活動内容】

１）多様な主体が社会課題解決に参加できる環境づくり
・社会貢献活動に関するＮＰＯ、寄付、遺贈等相談業務と仲介・協働促進

・ＣＳＲ・ＳＤＧｓ相談、ＣＭＲ（寄付付き商品）の設計
２）ＮＰＯの課題解決担い手の自立支援・育成
・助成事業、組織基盤強化、運営コンサルティング、資金調達等
・人材育成、プロボノ推進
３）新しい地域資源を循環させる仕組みづくり
・寄付啓発及び寄付設計
・古本寄付、寄付付き自販機等の開発・普及
【主な中間支援業務の実績】
１）ふじのくにＮＰＯ活動センター運営業務（平成28,29,30,31年度）、ふじの
くに東部ＮＰＯ活動センター運営業務（平成30,31年度）、ふじのくにＮＰ
Ｏ活動センター等運営業務（令和2,3年度）（静岡県委託事業）

２）寄付啓発（寄付、寄付付き商品、寄付付き自販機、古本寄付等）
３）沼津ソーシャルデザイン塾開催業務（平成30年度沼津市委託事業）

４）助成事業：助成決定総額　28,689,290円（76事業）（令和3年3月末現在）




※共同団体が複数いる場合はこちらをコピーして使用してください。

２　業務内容

※画像やイメージ図等なども用いて、どのようなモデル創出を行うか記載すること。

※本欄に概要のみを記載し、詳細は別紙として独自様式（MS-Excel等）に記載しても結構です。

	業務計画書の内容詳細は別紙パワーポイントにて記載をしておりますので、ご参照ください。

下田市の地域の概要
・人口、世帯数は減少し続けており、人口構成については静岡県、全国と比較しても
年少人口、老年人口の割合が高く、少子高齢化の傾向が顕著となっている。
・下田市産業振興促進計画においては、産業関連のさまざまな課題解消に向けて、地域資源のブランド化、体験プログラムの設定、６次産業化の推進、移住交流の受入れなど、新しい動きも広がっており、観光や交流と連携した地域産業づくりが模索されている。
ターゲットとなる関係人口と関係人口がもつニーズ

・下田市に関係する人口は応援人口の方が出身人口より多いという特徴があり、出身人口と応援人口を合計すると、約７万人いると推定される。（ブランド総合研究所関係人口意識調査2021からの推定）
・関係人口において興味関心があるが現在地域活動に参加していない人は「地域活動の情報の入手方法が分からない」「地域活動の参加の方法が分からない」ということが支障となっている。
・また、関係人口はボランティアや共助活動、祭りや地域体験プログラムなど、地域の人との交流や
コミュニケーション、人脈づくりを求めている。
モデルの実施プログラムのテーマと取り組みの全体像
テーマ　地域の活動者のチカラをひとつに。下田を応援したくなる、新たな魅力を発見できる、「＃伊豆下田の暮らし」コミュニティを構築し、関係人口および予備軍との関係を深化・拡大するための仕組みづくりを行う
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地域内の活動者のチカラを「＃伊豆下田の暮らし」でひとつにまとめ、より強固なものに。「＃伊豆下田の暮らし」サイト上で、情報発信だけにとどまらない地域外の関係人口および予備軍とのコミュニティを構築することにより、将来的に自立自走可能な関係人口創出・拡大事業モデル創出を目指す。
具体的な実施プログラム内容
１） 地域の活動者との連携
地域外の関係人口が求める、「地域の人とのコミュニケーション」「より多くの人とのつながり」などの受け皿となる地域の活動者と、「＃伊豆下田の暮らし」コミュニティ構築するため、地域のチカラをひとつにし、より強固なものにしていく必要性・発展性を理解いただき、コンテンツの提供についての協力体制を整える。
２） noteによるコミュニティポータルの立上げ
下田市公式アカウントnote proを伊豆in賀茂６で運用。協力体制にある地域の活動者の活動や、イベントの募集をはじめとして、観光だけではない、伊豆下田の暮らしにまつわる情報発信をおこなう。またサイト上でも縦横につながることができるコミュニティの場として活用する。
３）地域の人とのコミュニケーションを深める体験イベントの実施
「＃伊豆下田の暮らし」主催で、単なる観光にとどまらない地域の人とコミュニケーションが可能な体験イベントを受託期間中に３回実施。コロナ禍において実地での実施が厳しい場合、オンラインでの実施を行う。
４）発展的な関係を構築するためのアンケートの実施分析
note上でターゲットとなる関係人口に対して、定期的にアンケートを実施。今まで、具体的でなかった関係人口の下田市に対する「期待」や「ニーズ」などをくみ取り、以降のコミュニティ活動に活用をしていく。
５）自立自走のための応援サポーター制の導入
ふじのくに未来財団の指導の下、本事業の自立自走のために応援サポーター制の仕組みを構築する。下田を応援してくれるサポーターを地域内外から広く募集し、次年度以降のコミュニティの運営、および主催イベントの実施費用、地域の活動者のイベントサポートを行っていく。
実施体制（役割分担）
■地域づくり団体
伊豆in賀茂６
・「＃伊豆下田の暮らし」コミュニティサイトの企画、運営、ライティング
・地域活動者との「＃伊豆下田の暮らし」協力体制の構築
・「＃伊豆下田の暮らし」主催イベントの企画、運営
・地域活動者主催イベントのサポート
・コミュニティサイト回遊分析
・報告レポート作成
■共同団体（中間支援団体）
ふじのくに未来財団
・広報（財団・県内外中間支援ネットワーク、伊豆地域市民活動ネットワーク等）
・連携調整（県内外のＮＰＯ）
・団体指定型寄付募集による持続可能な事業運営のためのファンドレイジング支援
■協力
下田市役所
・note下田市公式アカウントの提供
・広報下田による地域内広報
・地域で活動する人との連携バックアップ
地域の活動者（受託後調整）
・「＃伊豆下田の暮らし」投稿用コンテンツの提供
・自身のSNSによる広報
静岡県移住センター（受託後調整）
・「＃伊豆下田の暮らし」広報およびイベントなどの告知
目標設定と成果検証方法

目標設定
・サイトPV数
目標最大月間PV数8,000とする。（月8回更新×1,000人、時期によって変動を想定）
・イベント参加者数　
１回20名を目標とし、合計60名の参加を目標とする。（この他、活動者のイベントサポートも実施する）
・サイトフォロワー数
フォロワー＝サイトへの繰り返しの訪問意向があると考え、期間中に1,000人のフォロワー獲得を目標とする。
・応援サポーター獲得数
次年度の自走自立のための応援サポーター800名の獲得を目標とする。（年間3,000円×800名で次年度以降も自走が可能に。）
・アンケート実施による下田への期待ニーズ調査
サイト訪問者に下田への期待ニーズ調査を実施することでターゲットとなる関係人口が何を欲し、何を期待するかを明らかにし、次年度以降の活動や地域の横展開へつなげる。アンケート有効回収数目標200サンプル）
上記目標をもとに成果の検証を行なう。
モデルの継続性と横展開の可能性
note proの「アナリティクスβ」を活用し、サイト内での回遊や導入経路を分析し続けることにより、ターゲットのニーズをとらえたコンテンツを発信し続けることで、発展的に継続を促す。
コミュニケーション構築および自走自立のソリューションは横展開が可能のため、下田市にとどまらず、賀茂地域ふれあい事業委員協議会などと連携し、モデル事業の発展を行う。



３　スケジュール

	実施（予定）時期
	実　施　内　容
	実施場所

	2021年6月～7月

8月

9月

10月

11月

12月
2022年2月

3月

	・コミュニティサイト構築準備（note）

・地域の活動者への案内および連携体制構築
・コミュニティサイト「＃伊豆下田の暮らし」
ローンチ（リリースほか）
・関係人口へのアプローチ開始
・寄付募集（応援サポーター）準備
・寄付募集（応援サポーター）開始・広報
・コミュニティイベント開催
（イベント開催に合わせて寄付募集も）
・下田への期待ニーズ調査の実施
・コミュニティイベント開催
（イベント開催に合わせて寄付募集も）
・サイト構成/内容見直し
（期待ニーズ調査をうけて） 

・コミュニティイベント開催
（イベント開催に合わせて寄付募集も）
・令和３年度分寄付募集終了
・寄付者分析の実施
・報告レポート作成

	


４　委託費見積

令和３年度ふじのくに関係人口創出・拡大事業モデル創出業務の経費について、次により見積もりします。

(１) 見積金額

金　1,997,591　円也(内消費税及び地方消費税相当額　159,239円）

(２)　見積項目（内訳書）
	費目
	金額（円）
	左の積算

	直接経費
	人件費
	人件費
	960,000
	960,000（コミュニティサイト運営人件費他、30週×2日×2人×8,000円＋事前準備稼働費＋ライター人件費）

	
	事業費
	旅費
	
	

	
	
	会議費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	
	貸借料
	
	

	
	
	外注費※
	245,960
	1,205,960

	
	
	印刷製本費
	38,000
	1,243,960（＃伊豆下田の暮らし）チラシ作成費用

	
	
	消耗品費
	
	

	
	
	賃金
	48,000
	1,291,960（イベントサポート人件費、3日×2人×8,000円）

	
	
	通信運搬費
	
	

	
	
	情報収集費
	
	

	
	
	その他
	240,000
	1,531,960（イベント実施費用、３回分）

	間接経費
	一般管理費
	306,392
	1,838,352

	消費税及び地方消費税
	159,239
	1,997,591　（外注費を除いた合計の10％）

	計
	1,997,591
	


　※共同団体や専門業者等へ外注する際は、（参考２）に外注費の内訳を記載してください。

（参考１）委託費とは別に、自己資金等を活用して関連事業を行う場合は、記載してください。
	区分
	金額（円）
	左の積算

	支出
	委託外経費
	120,000
	120,000（イベント実施費用補填３回分）

	収入
	自己資金
	
	

	
	その他（イベント参加費）
	120,000
	0（イベント参加費用、20人×３回×2,000円）

	計
	0
	


(参考２)外注費の内訳

	外注先の名称
	公益財団法人ふじのくに未来財団

	外注の内容
	ファンドレイジング支援（団体支援型寄付集め）

	費目
	金額（円）
	左の積算

	人件費
	人件費
	
	

	事業費
	旅費
	
	

	
	会議費
	
	

	
	謝金
	
	

	
	貸借料
	
	

	
	外注費
	
	

	
	印刷製本費
	
	

	
	消耗品費
	
	

	
	賃金
	
	

	
	通信運搬費
	
	

	
	情報収集費
	
	

	
	その他
	53,000
	53,000ファンドレイジング支援・広報等

	間接経費
	一般管理費
	10,600
	63,600

	消費税及び地方消費税
	6,360
	69,960（10％）

	外注費の計
	69,960
	


(参考２)外注費の内訳

	外注先の名称
	里山Base

	外注の内容
	リリース作成配信およびSNS広告出稿

	費目
	金額（円）
	左の積算

	人件費
	人件費
	
	

	事業費
	旅費
	
	

	
	会議費
	
	

	
	謝金
	
	

	
	貸借料
	
	

	
	外注費
	
	

	
	印刷製本費
	
	

	
	消耗品費
	
	

	
	賃金
	
	

	
	通信運搬費
	
	

	
	情報収集費
	
	

	
	その他
	150,000
	15,000（リリース作成配信（PRタイムス）、SNS広告費用）

	間接経費
	一般管理費
	10,000
	160,000

	消費税及び地方消費税
	16,000
	176,000（10％）

	外注費の計
	176,000
	


　※外注先が複数ある場合はこちらをコピーして使用してください。

